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湯河原病院 地域連携だより
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11月も半ばを迎え、朝晩は寒さも感じ紅葉の
時期になりました。
寒暖の差に体がついていかず体調を崩しや
すい時期ですが皆様ご自愛ください。
患者総合支援センター 一同丹沢 鍋割山に向う小丸尾根より

昨年の医学界は不安定な状況が続きました。

5月に新型コロナが5類になりましたが、予
想されたとおり神奈川県でも入院患者は増
加し、5月レベルに戻ったのは10月中旬で
した。また、医薬品の供給が滞る事態が続
いています。そうした中、当院は訪問看護
ステーションを開設し、町の集団接種に協
力してきました。秋には面会制限を緩和し、
対面での湯河原健康セミナーを再開できま
した。さて、今年の干支は甲辰（きのえた
つ）で変化の年とされています。感染症に
気を配りながら、地域医療構想や働き方改
革に対応する忙しい年になりそうです。
引き続きご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

神奈川県中郡二宮町 吾妻山公園

院長
高取 吉雄

２０２４年 新年を迎えてのご挨拶



～健康セミナーが開催されました～
12月 「糖尿病に関する食事について」

当院の看護師・薬剤師・栄養士が講師となり、
「糖尿病をテーマに、病気のこと、食事・お薬に
ついて講義をしました。

～地域連携意見交換会～
11月２９日

地域で暮らす方々が安心して生活ができるように、近隣のケアマネージャー・当院看護師・
MSW・機能訓練士が参加し意見交換会をおこないました。
多職種での連携ができるよう、グループワークにて活発な意見が飛び交い、盛り上がった意
見交換会となりました。



回復期リハビリテーション病棟の紹介

急性期病院で治療を受けた後、在宅復帰できるように
日常生活動作（ＡＤＬ）の改善を目的としてリハビリ
テーションを集中的に行います。
入院時から定期的に面談を行い、多職種でチームとなり
患者様にあったリハビリプログラムを作成し実践してい
ます。
在宅でするＡＤＬを考え、入院中にできるＡＤＬをしている
ＡＤＬへ変化させ、退院後の生活が不安なく送られるように
看護しています。

JCHO訪問看護ステーション利用者さん達が
2024年に向けて絵馬を作成しました。素敵な

願いが沢山込められています…

毎週の多職種カンファレンス！

午後のラジオ体操♬ 

♪ ♬ ♩

ひとりひとりに回診
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当院職員が表彰されました

理学療法副技士長 寺見彰洋 診療放射線技師長 平田文高

『令和5年神奈川県公衆衛生協会 『神奈川県保健衛生表彰
小田原支部長表彰』 小田原福祉事務所長表彰』

永年にわたり保健衛
生の向上、活動に尽力
された当院職員に対し、
令和5年11月9日神奈川
県小田原合同庁舎にて
表彰式が執り行われま
した

2024年も患者総合支援センター
力を合わせて頑張ります
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